
医師診察

問診

脳神経系検査

頚部動脈検査

循環器系検査

身体測定

眼科系検査

眼底検査

聴力検査

呼吸器系検査

生化学検査 

尿検査

糖尿病検査

医師面接

各種指導

総合判定

　脳ドック　

項　　　目

腫瘍マーカーセット

子宮頚がん健診

乳がん健診

胸部CT検査

内臓脂肪検査

甲状腺機能検査

骨 粗 鬆 症 検 査

ヒトパピローマウイルス
検査（ＨＰＶ）

心機能マーカー検査（ＢＮＰ)

血圧脈波検査（ＣＡＶI）

尿中ピロリ抗体検査

血液学検査

ＡＳＴ（ＧＯＴ）、ＡＬＴ（ＧＰＴ）、ＬＤＨ、γ －ＧＴＰ、 ＡＬＰ、ＬＡＰ、ＺＴＴ、ＴＴＴ、総蛋白、アルブミン、 Ａ／Ｇ比、ビ
リルビン、ＣＨ-Ｅ、尿素窒素、クレアチニン、ｅＧＦＲ、 Ｐ、Ｃａ、Ｎａ、Ｋ、Ｃｌ、尿酸、総コレステロール、 ＨＤＬコ
レステロール、ＬＤＬコレステロール、中性脂肪、 アミラーゼ、血清鉄、ＣＫ（ＣＰＫ）、フィブリノゲン

ＭＣＨ、ＭＣＨＣ、血小板数、血液像

赤血球数、白血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット、ＭＣＶ

腹腔内内臓脂肪ＣＴ測定

¥6,000

¥3,150

■料金

婦人科内診、子宮細胞診（頸部）

料金

¥7,350

¥3,150

血糖・尿糖、ＨｂＡ１ｃ

ＴＳＨ、ｆＴ３、ｆＴ４　　

骨密度測定（超音波）

ＨＰＶ感染検査（子宮頸部細胞診）

脳ドック検査一覧（平成２４年４月１日現在）

無散瞳眼底カメラによる眼底像撮影

裸眼視力、矯正視力

蛋白、潜血、ＰＨ、アセトン体、ウロビリノーゲン、比重、沈渣

身長、体重、肥満度、体脂肪率、ＢＭＩ、腹囲

自覚症状、病歴など

胸部Ｘ線撮影（正面）

オージオメーター（１，０００Ｈｚ、４,０００Ｈｚ）

頭部MRI、頭部MRA、脳萎縮度測定・認知機能検査（50歳以上）

血圧、安静時心電図

頚部エコー、頚部MRA（50歳未満）

内科診察

乳房視触診、マンモグラフィ検査

ヘリカルCT

ＣＥＡ・ＡＦＰ・ＣＡ１９－９・ＰＳＡ（男性）・ＣＡ１２５（女性）

■オプション

検 査 内 容 

¥4,200

¥58,800

保健指導、栄養指導

健診当日、医師による結果説明

　　＊上記の料金は税込です。

Ｈ．ピロリ菌感染症検査

¥4,200

¥2,100

¥4,200

¥2,100

¥2,100

¥3,150

血管動脈硬化度検査（血管年齢）

脳性ナトリウム利尿ペプチド



◆骨粗鬆症検査

H.ピロリ菌の感染は、委縮性胃炎、胃潰瘍や十二指腸潰瘍のみならず胃がんなどの発生に関与していることが報告さ
れています。尿中にあるH.ピロリ菌の抗体を測定します。除菌治療の判定にはこの方法は適しません。

◆乳がん健診、子宮頚がん健診

加齢とともに腰痛や骨折の原因となる骨粗鬆症は、予防効果の高い疾患です。この検査は、超音波で骨の密度（強度）
を測定し、その後の効果的な予防と対策が可能です。

◆心機能マーカー検査（ＢＮＰ）

心機能が低下するような病気（心不全、心筋梗塞、心筋症）や生活習慣病（糖尿病、高血圧、脂質異常症、肥満など）で
心臓に負担がかかる場合、心臓から分泌されるホルモンです。自覚症状が出現する前から、鋭敏に心機能を反映する
検査です。

◆血圧脈波検査（ＣＡＶI）

心筋梗塞や脳梗塞などは、血管の動脈硬化が主な原因です。柔軟性のあった血管の老化度を、動脈の硬さ（ＣＡＶI）や
足の動脈の詰まり（ＡＢＩ)具合で調べます。

◆尿中ピロリ抗体検査

甲状腺の病気は一般的に女性に多く、バセドー病や橋本病などがあります。血液中のｆＴ３・ｆＴ４（甲状腺ホルモン）やＴＳ
Ｈ（脳下垂体から分泌される甲状腺刺激ホルモン）を測定することで早期の診断が可能です。

◆ヒトパピローマウイルス検査（ＨＰＶ)

子宮頚がんの９９％が、ＨＰＶの持続感染が原因で生じることが明らかになってきました。このがんの発生に関連の深い
ウイルス感染の有無を判定する検査です。なお、この検査は「細胞診」と同じく、子宮頸部の細胞を採取して検査しま
す。

◆内臓脂肪検査（腹腔内内臓脂肪ＣＴ測定）

◆甲状腺機能検査（ＴＳＨ・ｆＴ３・ｆＴ４）

肥満のうち「内臓脂肪型肥満」は、脂質異常症、高血圧症、糖代謝異常、動脈硬化などを合併しやすく、生活習慣病の
原因となります。ＣＴによる内臓脂肪検査は内臓脂肪型肥満の判定をスピーディに行い、｢隠れ肥満」（外見は太ってい
ないのに内臓脂肪型肥満の方）の発見に有効です。

◆腫瘍マーカー検査

がん細胞が作る微量の物質で、がんの目印となるのが腫瘍マーカーです。検査は血液でします。どの臓器にできたが
んか、どの様な性質のがんなのかを調べることができます。

近年、乳がんが増加しています。乳がんの早期発見には乳房視触診とマンモグラフィ検査（乳房Ｘ線撮影）の併用が有
効です。子宮細胞診、婦人科内診とあわせて婦人科専門医が診察します。

●オプション検査の説明


